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高松宮記念基金 に
ご協力 くだ さい

r 令和 5年 1月～ 9月分 実績 、

◎本会会 員加入状況

38,815 人 82.5%
43,521 ロ 8,704 万 円

◎外部会員加入状況

◎一時寄付状況

21件 50万円

( 内、自販機 関係 27万 円)

◎募金箱 44万円
ノ

ダナンがん病院医師とご懇談

済
生

会
は

10
月

2
日

、
無

印
良

品
を

展
開

す
る

株
式

会

社
良

品
計

画
(東

京
都

豊
島

区
、

堂
前

宣
夫

代
表

取
締

役

社
長

)
と

地
域

社
会

の
課

題

解
決

に
向

け
て

取
り

組
む

ベ

く
、

「イ
ン

ク
ル

ー
シ

ブ
社

会
•

感
じ

の
よ

い
暮

ら
し

と

社
会

の
実

現
に

向
け

た
連

携

協
定

」
を

締
結

し
た

。

本
部

で
行

な
わ

れ
た

締
結

式
で

、
良

品
計

画
の

堂
前

社

長
と

済
生

会
の

炭
谷

理
事

長

が
協

定
書

に
署

名
し

た
。

堂

前
社

長
は

「心
豊

か
な

社
会

の
実

現
に

向
け

て
済

生
会

と

一
緒

に
取

り
組

み
た

い
」

と

述
べ

た
。

炭
谷

理
事

長
は

イ
ン

ク
ル

I
シ

ブ
社

会
目

指
し

無
印

良
品

と
連

携
協

定

横
浜

市
南

部
病

院
の

新
築

移
転

を
協

議

初
め

て
の

参
与

会
議

が
9

月
27

日
、

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開

催
さ

れ
、

「済
生

会
横

浜
市

南
部

病
院

の
再

整
備

事
業

計

画
」

を
協

議
し

た
。

参
与

会
議

は
病

院
の

統
廃

合
や

新
設

•
指

定
管

理
、

法

社
会

福
祉

法
人

朧
眺

済
生

会

東
京

都
港

区
三

田
1

̶̶
 4

̶
28

三
田

国
際

ビ
ル

ヂ
ン

グ
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編
集

兼
発

行
人

炭
谷

茂

の
変

更
(案

)
②

令
和

6
年

度
民

間
助

成
団

体
の

補
助

事

業
計

画
(案

)
③

資
金

借
入

(7
件

)

【報
告

】
①

施
設

整
備

計
画

の
進

捧
状

況
②

第
2

期
中

期

事
業

計
画

進
接

状
況

(令
和

4
年

度
通

期
)

③
済

生
会

兵

庫
県

病
院

と
三

田
市

民
病

院

の
再

編
統

合
に

向
け

た
協

議

状
況

④
経

営
状

況
報

告
(病

院
)

⑤
経

営
状

況
報

告
(老

健
・

特
養

)
⑥

無
料

低
額

診

療
実

施
状

況
報

告
(

病
院

)

⑦
コ

ロ
ナ

感
染

状
況

報
告

次
回

は
12

月
18

日
に

開
催

す
る

。

(経
営

管
理

課
)

禍
で

中
断

し
て

い
た

研
修

受

け
入

れ
事

業
の

再
開

に
向

け

て
話

し
合

っ
た

。
こ

の
結

果
、

来
年

度
か

ら
研

修
受

け
入

れ

事
業

が
再

開
予

定
と

な
っ

た
。

ダ
ナ

ン
が

ん
病

院
は

、

「ダ
ナ

ン
恵

ま
れ

な
い

女
性

と
子

供
を

支
え

る
会

」
を

母

体
に

開
院

し
た

が
、

ダ
ナ

ン

市
に

は
医

科
大

学
が

無
く

、

が
ん

領
域

の
レ

ベ
ル

を
高

め

る
教

育
や

研
修

が
喫

緊
の

課
題

だ
っ

た
。

本
会

は
平

成

27
年

に
国

際
連

携
推

進
委

員

会
を

開
催

し
、

ダ
ナ

ン
が

ん

病
院

の
設

立
趣

旨
が

本
会

の

理
念

と
重

な
る

こ
と

か
ら

人

材
育

成
事

業
の

実
施

を
決

定
。

同
年

、
炭

谷
理

事
長

が
現

地

を
訪

問
し

、
医

師
を

は
じ

め

人
材

交
流

•
育

成
を

進
め

る

た
め

の
「

ヘ
ル

ス
ケ

ア
連

携

事
業

に
関

す
る

包
括

覚
書

」

を
締

結
し

た
。

<神
奈

川
>

横
浜

市
南

部
病

院
が

2
人

の
研

修
生

を
受

け

入
れ

て
以

降
、

令
和

元
年

ま

で
の

6
年

間
で

合
計

15
人

の

医
師

ら
を

受
け

入
れ

た
。

(総
合

戦
略

課
)

整
備

計
画

変
更

を
審

談

施
設

運
営

委
員

会

施
設

運
営

委
員

会
が

10
月

2
日

、
本

部
で

開
か

れ
た

。

参
与

会
議

で
協

議
さ

れ
た

横

浜
市

南
部

病
院

の
再

整
備

計

画
等

が
承

認
さ

れ
、

10
月

13
日

の
理

事
会

に
上

程
さ

れ
る

。

【審
議

】
①

施
設

整
備

計
画

参
与

会
議

X
総

裁
・秋

篠
宮

皇
嗣

殿
下

本
会

で
の

研
修

11
人

と
現

地
で

m

総
裁

・
秋

篠
宮

皇
嗣

殿
下

は
、

ベ
ト

ナ
ム

社
会

主
義

共
和

国
と

の
外

交
関

係
樹

立
50

周

年
で

同
国

を
公

式
に

ご
訪

問
中

の
9

月
24

日
、

ベ
ト

ナ
ム

•
ダ

ナ
ン

市
内

で
、

済
生

会
の

病
院

で
研

修
を

受
け

た
ダ

ナ
ン

が
ん

病
院

の
医

師
と

ご
懇

談
さ

れ
た

。

ダ
ナ

ン
市

は
ベ

ト
ナ

ム
中

部
の

中
心

都
市

。
ダ

ナ
ン

が

ん
病

院
は

平
成

25
年

、
中

部

地
域

で
最

初
の

専
門

病
院

と

し
て

開
設

さ
れ

た
。

が
ん

治

療
の

レ
ベ

ル
を

高
め

る
た

め

本
会

と
の

間
で

人
材

教
育

面

を
中

心
と

す
る

協
定

を
締

結
。

医
師

や
放

射
線

技
士

が
日

本

の
済

生
会

病
院

で
研

修
を

積

み
重

ね
た

。

殿
下

は
炭

谷
茂

理
事

長
か

ら
済

生
会

と
ダ

ナ
ン

が
ん

病

院
の

関
係

に
つ

い
て

概
略

説

明
を

受
け

ら
れ

た
。

そ
の

後

の
研

修
を

受
け

た
医

師
11

人

と
の

ご
懇

談
で

は
、

済
生

会

の
病

院
で

学
ん

だ
医

療
技

術

が
、

ダ
ナ

ン
が

ん
病

院
で

着

実
に

展
開

さ
れ

て
い

る
状

況

や
、

最
初

に
研

修
に

訪
日

し

た
グ

エ
ン

・
タ

ン
・

フ
ン

医

師
が

現
在

で
は

副
院

長
と

し

て
病

院
の

診
療

体
制

を
支

え

る
中

核
的

な
役

割
を

担
っ

て

い
る

こ
と

な
ど

を
興

味
深

そ

う
に

お
聞

き
に

な
っ

た
。

殿
下

は
、

ダ
ナ

ン
が

ん
病

院
の

患
者

さ
ん

の
癒

や
し

と

な
る

環
境

づ
く

り
の

た
め

に

と
、

絵
画

を
寄

贈
さ

れ
た

。

国
際

連
携

は
再

開
へ

殿
下

の
ご

訪
問

に
先

立
ち

炭
谷

理
事

長
が

ダ
ナ

ン
が

ん

病
院

を
訪

れ
、

チ
ャ

ン
・

卜

ウ
ー

•
ク

イ
院

長
と

コ
ロ

ナ

生
会

•
赤

星
透

支
部

長
、

横

浜
市

南
部

病
院

•
竹

林
茂

生

院
長

ら
が

整
備

計
画

を
説

明

し
た

。

横
浜

市
南

部
病

院
は

開
院

か
ら

約
40

年
が

経
過

。
老

朽

化
な

ど
の

課
題

が
あ

り
、

令

和
2

年
3

月
に

横
浜

市
と

移

転
の

基
本

協
定

を
交

わ
し

て

検
討

を
進

め
て

き
た

が
、

資

材
高

騰
の

影
響

で
計

画
を

見

直
し

。
改

め
て

提
出

さ
れ

た
。

新
病

院
は

80
床

減
の

4
2

0

床
、

現
在

と
同

じ
港

南
区

内

の
市

有
地

(工
場

跡
地

)
で

再
整

備
し

、
令

和
10

年
の

開

院
を

見
込

ん
で

い
る

。

参
与

か
ら

は
医

療
の

提
供

雄
制

や
建

設
費

の
高

騰
時

の

対
応

、
土

壌
汚

染
の

責
任

の

所
在

、
借

入
金

、
災

害
対

策

な
ど

に
つ

い
て

質
疑

が
あ

っ

た
。

本
会

議
で

の
議

論
を

踏

ま
え

、
10

月
2

日
の

施
設

運

営
委

員
会

で
審

議
す

る
。

(経
営

管
理

課
)

静
岡

医
療

福
祉

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ト
ホ

¦
ム

須
藤

正
起

施
設

長
が

逝
去

•
 

静
岡

医
療

=
•-•

福
祉

セ
ン

タ
W

 
̶

ラ
イ

ト
ホ

■
 

̶
ム

の
須

藤

正
起

施
設

長
が

9
月

23
日

、

逝
去

さ
れ

た
。

64
歳

だ
っ

た
。

葬
儀

は
静

岡
県

沼
津

市
の

龍

雲
寺

で
、

家
族

葬
で

し
め

や

か
に

執
り

行
な

わ
れ

た
。

須
藤

氏
は

静
岡

医
療

福
祉

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ト
ホ

ー
ム

施

設
長

に
平

成
25

年
5

月
に

就

任
。

同
年

6
月

か
ら

令
和

5
年

6
月

ま
で

は
公

益
社

団
法

人
静

岡
県

視
覚

障
害

者
協

会

会
長

を
務

め
た

。

静
岡

医
療

福
祉

セ
ン

タ
ー

ラ
イ

ト
ホ

ー
ム

で
視

覚
障

害

者
に

対
し

三
療

(あ
ん

摩
マ

ッ
サ

ー
ジ

指
圧

•
は

り
•

灸
)

の
資

格
習

得
を

支
援

し
、

施

療
に

必
要

な
指

導
や

職
業

的

自
立

推
進

に
尽

力
さ

れ
た

。

謹
ん

で
ご

冥
福

を
お

祈
り

申
し

上
げ

ま
す

。

人
経

営
に

特
に

大
き

な
影

響

を
与

え
る

重
要

な
案

件
に

つ

い
て

協
議

し
、

施
設

運
営

委

員
会

に
意

見
を

述
べ

る
場

と

し
て

、
令

和
4

年
6

月
に

施

設
運

営
委

員
会

規
則

を
改

正

し
設

立
さ

れ
た

。

今
回

は
、

福
岡

総
合

病
院

•
岡

留
健

一
郎

名
誉

院
長

を

座
長

に
選

任
、

神
奈

川
県

済

「誰
も

が
暮

ら
し

や
す

い
〃

ま

ち
づ

く
り

〃
に

取
り

組
む

済

生
会

と
同

じ
志

を
持

っ
て

お

り
、

大
変

心
強

い
」

と
語

っ

た
。良

品
計

画
は

予
防

•
健

康

維
持

・
治

療
を

通
じ

て
地

域

の
ま

ち
づ

く
り

に
貢

献
す

る

取
り

組
み

を
実

施
。

広
島

県

や
新

潟
県

の
店

舗
で

は
地

域

住
民

の
健

康
維

持
•

病
気

予

防
の

た
め

の
商

品
や

情
報

な

ど
を

提
供

す
る

「ま
ち

の
保

健
室

」
を

設
置

し
て

い
る

。

今
般

の
協

定
で

は
、

健
康

増
進

、
疾

病
・介

護
予

防
、

フ

レ
イ

ル
予

防
、

生
き

が
い

づ

く
り

に
関

す
る

取
り

組
み

や

在
宅

医
療

、
在

宅
介

護
を

サ

ポ
ー

ト
す

る
一

連
の

ハ
ー

ド

と
ソ

フ
ト

の
共

同
開

発
な

ど

10
項

目
に

つ
い

て
良

品
計

画

と
済

生
会

が
連

携
す

る
と

し

て
い

る
。

(総
合

戦
略

課
)
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開

催
担

当
支

部
で

あ
る

京

都
府

済
生

会
の

中
村

直
登

支
ー

部
長

が
開

会
挨

拶
、

合
同

会
ー

議
で

は
炭

谷
理

事
長

の
挨

拶
、

本
部

か
ら

の
伝

達
が

あ
っ

た
。

基
調

講
演

で
は

株
式

会
社

-

c
u

e
の

池
田

周
一

氏
が

ー

「A
f

r+e
r

コ
ロ

ナ
に

お
け

る
検

討
と

対
策

、
2

0
2

4

年
度

診
療

報
酬

•
介

護
報

酬

同
時

改
定

に
向

け
て

取
り

組

む
べ

き
こ

と
」

を
講

演
し

た
。

そ
の

後
、

支
部

長
•

病
院

長
、

看
護

部
長

等
の

各
分

科
ー

会
に

分
か

れ
、

医
療

D
X

、

人
材

確
保

•
人

事
評

価
、

コ

ス
ト

削
減

、
タ

ス
ク

シ
フ

卜
・

タ
ス

ク
シ

ェ
ア

、
な

で

し
こ

プ
ラ

ン
、

離
職

防
止

等

の
議

題
に

つ
い

て
意

見
交

換
ー

を
行

な
っ

た
。

来
年

度
は

和
歌

山
県

済
生

会
が

担
当

す
る

。

(京
都

済
生

会
病

院

企
画

広
報

室
長

松
岡

志
穂

)

〔九
州

〕
人

材
確

保
に

重
点

を
第

60
回

済
生

会
九

州
地

区

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

が
9

月
29

日
、

宮
崎

観
光

ホ
テ

ル
で

開
か

れ
、

松
原

了
理

事
を

は
じ

め
支

部
•

施
設

役
職

員
68

人
が

参

「支
部

部
会

」
で

は
、

支

部
で

の
ガ

バ
ナ

ン
ス

の
あ

り

方
や

介
護

職
員

不
足

の
対

応

に
つ

い
て

議
論

。
現

状
の

見

直
し

も
行

な
っ

た
。

続
い

て
「院

長
部

会
」

「看

護
部

長
部

会
」

「事
務

(部
)

長
会

議
」

等
の

5
分

科
会

で

は
人

材
確

保
や

ア
フ

タ
ー

コ

ロ
ナ

の
取

り
組

み
•

課
題

に

つ
い

て
意

見
交

換
を

行
な

っ

来
年

度
の

開
催

は
<

福

岡
>

大
牟

田
病

院
が

担
当

す

る
こ

と
に

決
定

し
た

。

(宮
崎

•
日

向
病

院

済
生

記
者

村
尾

愛
)

ら
れ

た
質

問
か

ら
特

に
留

意

す
べ

き
事

項
を

解
説

。
イ

ン

ボ
イ

ス
制

度
に

対
応

し
た

会

計
処

理
例

や
消

費
税

区
分

の

取
り

扱
い

な
ど

日
々

の
経

理

業
務

に
お

け
る

伝
票

起
票

の

際
の

留
意

点
に

つ
い

て
も

説

明
し

た
。 

(経
理

課
)

新
任

看
護

師
長

研
修

管
理

者
と

し
て

心
構

え
を

新
任

看
護

師
長

研
修

を
9

月
21

日
・

22
日

に
開

催
し

、

76
人

が
出

席
。

福
祉

施
設

や

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の
 ー

管
理

者
も

参
加

し
た

。

炭
谷

茂
理

事
長

は
歴

史
的

な
転

換
期

で
あ

る
今

、
最

も
ー

済
生

会
の

活
躍

が
願

わ
れ

る

時
代

で
あ

る
こ

と
を

訴
え

た
。

<茨
城

>
水

戸
済

生
会

総
合

ー

病
院

•
檜

山
千

景
看

護
部

長

は
「看

護
師

長
」

「組
織

」
「人

ー

材
育

成
」

を
キ

ー
ワ

ー
ド

に

看
護

師
長

の
役

割
を

考
え

る

ワ
ー

ク
を

実
施

。
高

田
誠

講

師
は

講
義

の
中

で
管

理
者

と
ー

し
て

の
マ

イ
ン

ド
や

リ
ー

ダ

1
シ

ッ
プ

の
捉

え
な

お
し

を

行
な

っ
た

。
(看

護
室

)

寄
贈

埼
玉

県
済

生
会

林
嘉

市
殿

1
O

O
万

円

(川
口

総
合

病
院

へ
)

神
奈

川
県

済
生

会

針
谷

佳
充

殿
1

O
O

万
円

(横
浜

市
東

部
病

院
へ

)

愛
媛

県
済

生
会

大
澤

建
設

工
業

㈱
殿

1
0

0
万

円

秋
山

三
郎

殿
1

O
O

万
円

(今
治

病
院

へ
)事

福
井

県
済

生
会

会
長

委
嘱

鷲
頭

美
央

8
-

1

解
嘱

中
村

保
博

7
・

31

ら
し

く
、

安
心

し
て

過
ご

せ

る
よ

う
な

訪
問

看
護

を
行

な

う
。

皆
さ

ま
の

協
力

の
も

と
、一

優
し

さ
と

笑
顔

が
あ

ふ
れ

る

訪
問

看
護

ス
テ

I
シ

ョ
ン

づ

く
り

を
目

指
す

」
と

抱
負

を

述
べ

た
。

(熊
本

・
み

す
み

病
院

済
生

記
者

船
橋

麻
紀

)

ブ
In

ツ
ク

会
議

〔東
北

•北
海

道
〕

山
形

市
で

1
1

O
人

東
北

・
北

海
道

ブ
ロ

ッ
ク

会
議

が
、

9
月

22
日

ホ
テ

ル

メ
ト

ロ
ポ

リ
タ

ン
山

形
で

開

催
さ

れ
、

済
生

会
本

部
•

支

部
•

施
設

役
職

員
1

1
O

人
が

参
加

し
た

。

全
体

会
議

で
は

本
部

か
ら

病
院

部
門

の
経

営
状

況
、

サ

イ
バ

ー
保

険
の

補
償

範
囲

の

拡
大

、
C

F
の

活
用

事
例

等

の
報

告
が

あ
っ

た
。

分
科

会
は

支
部

•
病

院
、

特
養

部
門

等
の

5
部

会
に

分

か
れ

て
開

催
。

そ
れ

ぞ
れ

「経
営

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

活
用

し
た

経
営

改
善

の
取

り

組
み

」
「生

産
性

向
上

へ
の

作
り

、
そ

の
う

え
で

ボ
ラ

ン

テ
ィ

ア
等

の
第

三
者

の
目

を

入
れ

る
こ

と
が

大
切

に
な

る
』

さ
ら

に
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス

を
守

る
こ

と
が

経
営

基
盤

の

強
化

、
済

生
会

の
ブ

ラ
ン

ド

カ
の

向
上

に
つ

な
が

る
こ

と

を
強

調
し

た
。

株
式

会
社

イ
ン

ソ
I

ス
の

吉
田

英
策

講
師

は
「

コ
ン

プ

ラ
イ

ア
ン

ス
」

「個
人

情
報

保
護

」
「情

報
セ

キ
ュ

リ
テ

イ
」

「 S
N

S
の

取
り

扱
い

」

を
講

義
。

グ
ル

ー
プ

ワ
ー

ク

で
は

21
組

に
分

か
れ

、
事

例

検
討

が
行

な
わ

れ
た

。
吉

田

氏
は

「
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス

は
何

も
起

き
な

い
こ

と
が

大

切
。

攻
め

と
守

り
の

間
で

迷

っ
た

時
、

判
断

の
よ

り
ど

こ

ろ
は

理
念

で
あ

る
こ

と
を

忘

れ
な

い
で

い
て

ほ
し

い
」

と

締
め

く
く

っ
た

。

(監
査

指
導

室
)

取
り

組
み

」
に

つ
い

て
意

見

が
交

わ
さ

れ
た

。

来
年

度
は

岩
手

県
済

生
会

が
担

当
す

る
。

(山
形

済
生

病
院

済
生

記
者

小
山

結
花

)

〔近
畿

〕
医

療
D

X
等

を
意

見
交

換
9

月
15

日
、

ホ
テ

ル
グ

ラ

ン
ヴ

ィ
ア

京
都

で
近

畿
ブ

ロ

ッ
ク

会
議

が
開

催
。

炭
谷

茂

理
事

長
を

は
じ

め
、

支
部

・

施
設

の
役

職
員

計
1

1
4

人

が
参

加
し

た
。

経
理

研
修

会
に

2
3

8
人

イ
ン

ボ
イ

ス
の

留
意

点
学

ぶ

9
月

12
日

に
本

部
で

経
理

研
修

会
が

オ
ン

ラ
イ

ン
で

開

か
れ

、
支

部
・

拠
点

の
経

理

実
務

担
当

者
な

ど
2

3
8

人
ー

が
参

加
し

た
。

テ
ー

マ
は

10
月

1
日

か
ら

ス
タ

I
卜

し
た

適
格

請
求

書
ー

等
保

存
方

式
(イ

ン
ボ

イ
ス

制
度

)
へ

の
対

応
。

本
会

の

顧
問

税
理

士
•

高
野

寛
之

氏

(
公

認
会

計
士

 ・•税
理

士
)

が
講

師
を

務
め

た
。

本
年

2
月

の
経

理
研

修
会

で
は

未
確

定
だ

っ
た

内
容

や
、

本
部

税
務

相
談

窓
口

に
寄

せ

熊
本

み
す

み
に

初
の

訪
看

「地
域

に
優

し
さ

と
笑

顔
を

…
一

<熊
本

>
み

す
み

病
院

が
10

月
1

日
、

「訪
問

看
護

ス
テ

1
シ

ョ
ン

み
す

み
」

を
院

内

に
開

設
。

看
護

師
4

人
が

入

院
中

か
ら

在
宅

、
外

来
へ

と

切
れ

目
の

な
い

支
援

を
行

な

う
。同

院
で

は
地

域
の

急
®-

な

高
齢

化
や

人
口

減
少

に
伴

う

高
齢

独
居

世
帯

や
老

老
介

護

世
帯

の
増

加
で

、
近

隣
の

医

療
施

設
が

減
少

し
、

在
宅

医

療
・

福
祉

を
必

要
と

す
る

方

へ
の

継
続

支
援

が
課

題
だ

っ

た
。

ま
た

、
新

型
コ

ロ
ナ

で

の
面

会
制

限
で

、
入

院
で

は

な
く

可
能

な
限

り
「自

宅
で

過
ご

し
た

い
」

と
い

う
患

者

さ
ん

の
声

も
多

く
、

地
域

住

民
の

声
に

応
え

る
形

で
訪

問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

を
開

設

し
た

。

開
業

初
日

、
み

す
み

病
院

長
・

庄
野

弘
幸

氏
は

「こ
の

20
年

間
地

域
に

根
差

し
た

病

院
を

目
指

し
て

き
た

が
、

高

齢
者

の
増

加
に

加
え

、
そ

れ

ら
を

支
え

る
若

い
世

代
の

減

少
な

ど
の

問
題

も
浮

き
彫

り

に
な

っ
て

い
る

。
回

復
期

リ

ハ
病

棟
や

訪
問

リ
ハ

・
通

所

リ
ハ

の
導

入
を

進
め

て
き

た

が
、

在
宅

ケ
ア

の
核

と
な

る

訪
問

看
護

ス
テ

ー
シ

ョ
ン

の

開
設

に
は

至
っ

て
い

な
か

つ

た
。

こ
の

開
設

を
き

っ
か

け

に
、

支
え

る
側

と
し

て
さ

ら

な
る

在
宅

ケ
ア

の
発

展
に

つ

な
げ

た
い

」
と

挨
拶

。
そ

の

後
テ

ー
プ

カ
ッ

ト
が

行
な

わ

れ
、

管
理

者
兼

看
護

師
•

松

下
美

佐
子

氏
は

「利
用

者
と

家
族

に
寄

り
添

い
、

そ
の

人

介
i

確
保

対
策

W
G

外
国

人
_!

大
I

論

介
護

職
員

の
人

材
を

法
人

全
体

で
確

保
す

る
た

め
の

取

り
組

み
を

議
論

す
る

「第
3

回
介

護
職

員
確

保
対

策
ワ

ー

キ
ン

グ
」

が
9

月
25

日
に

本

部
で

開
催

さ
れ

た
。

こ
の

日
は

、
8

月
に

開
か

れ
た

同
ワ

ー
キ

ン
グ

で
提

示

し
た

法
人

全
体

で
取

り
組

む

人
材

確
保

対
策

案
に

つ
い

て
「介

護
職

員
確

保
ア

ク
シ

ョ
ン

プ
ラ

ン
」

と
題

し
、

議

論
し

た
。

ブ
ラ

ン
ド

カ
の

向

上
、

ダ
イ

バ
I

シ
テ

ィ
の

推

進
、

外
国

人
雇

用
の

拡
大

等

に
つ

い
て

意
見

交
換

が
行

な

わ
れ

た
。

今
後

は
8

月
に

承
認

さ
れ

た
看

護
職

員
の

人
材

確
保

対

策
案

と
併

せ
て

一
部

修
正

。

今
秋

に
開

催
す

る
人

材
確

保

対
策

委
員

会
に

上
程

し
、

審

議
さ

れ
る

予
定

。

(事
業

基
盤

課
)

コ
ン

プ
ラ

研
修

に
96

人

1
人

は
高

い
意

識
を

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

研
修

が
9

月
13

日
、

オ
ン

ラ
イ

ン

で
開

か
れ

、
施

設
長

等
が

務

め
る

副
法

令
遵

守
責

任
者

、

支
部

の
内

部
管

理
体

制
担

当

職
員

等
96

人
が

参
加

し
た

。

済
生

会
法

令
遵

守
責

任

者
•

松
原

了
理

事
が

挨
拶

、

炭
谷

茂
理

事
長

は
「済

生
会

に
お

け
る

コ
ン

プ
ラ

イ
ア

ン

ス
」

と
題

し
、

本
会

で
過

去

に
起

き
た

無
低

事
業

の
不

適

正
な

報
告

に
つ

い
て

「済
生

会
は

何
の

た
め

に
存

在
す

る

の
か

、
理

念
が

不
十

分
で

あ

っ
た

。
監

査
指

導
体

制
の

欠

如
が

あ
っ

た
」

と
述

べ
た

。

最
近

の
事

例
で

は
新

型
コ

ロ
ナ

が
大

き
な

転
換

点
と

な

り
、

国
民

や
メ

デ
ィ

ア
な

ど

が
よ

り
高

い
コ

ン
プ

ラ
イ

ア

ン
ス

が
求

め
ら

れ
る

時
代

。

社
会

福
祉

法
人

で
あ

る
本

会

は
民

間
以

上
に

高
度

な
コ

ン

プ
ラ

イ
ア

ン
ス

の
確

立
が

必

要
で

あ
る

。
そ

の
た

め
に

は
、

個
人

が
コ

ン
プ

ラ
イ

ア
ン

ス

に
つ

い
て

学
ぶ

姿
勢

や
人

権

意
識

を
持

つ
こ

と
、

支
え

る

組
織

が
規

則
を

し
っ

か
り

と


